
　志布志市内には、高齢者サロン５６か所、子育てサロン２か所あり、コロナ禍でも工夫
をされながらそれぞれ活動をしています。みなさん楽しくサロンに参加され、毎回楽しみ
にされています。サロンに参加してみたい方等いらっしゃいましたら、志布志市社会福祉
協議会（電話：472-1800）までお問い合わせください。

きばいもんそ会にてぼっくりもぐら作り

安良サロンにてお花見をしました！！

ほのぼの大続会にて卓球バレー

「まがりサロン」新規開設されました！！

弓場ヶ尾サロンにて折り紙で工作

表「ゆるり」サロンにてお菓子入れ作り

有明町

志布志町

松山町

志布志市社会福祉協議会　第９０号

この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金の一部により発行されています。

ささえ あ い
令和４年５月２５日発行

社協シンボルマーク



１　
使
命

　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的

な
団
体
と
し
て
、
地
域
住
民
及
び

福
祉
組
織
・
関
係
者
の
協
働
に
よ

り
地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
取
り

組
み
、
誰
も
が
支
え
あ
い
な
が
ら

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

「
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社

会
」
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

使
命
と
し
ま
す
。

　

社
協
活
動
の
原
則

　
　

①
住
民
ニ
ー
ズ
基
本
の
原
則

　
　

②
住
民
活
動
主
体
の
原
則

　
　

③
民
間
性
の
原
則

　
　

④
公
私
協
働
の
原
則

　
　

⑤
専
門
性
の
原
則

２　
経
営
理
念

（
１
）�

住
民
を
主
体
と
し
、
住
民
及
び

関
係
機
関
と
の
参
加
・
協
働
に

よ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現

　

地
域
住
民
、
地
区
社
協
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
）、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

者
等
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
団
体
・

組
織
の
相
互
理
解
と
協
働
に
よ
っ

て
、
生
活
の
支
援
・
介
護
予
防
活
動
・

社
会
参
加
活
動
等
、
住
民
主
体
の

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）�

誰
も
が
人
格
と
個
性
が
尊
重

さ
れ
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
実
現

　

誰
も
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
尊
厳
を
も
っ
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
必
要
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
等
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
日

頃
の
生
活
上
の
困
り
ご
と
や
思
い

を
把
握
し
、
必
要
な
社
会
資
源
の

発
掘
に
我
が
ご
と
と
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

（
３
）�

制
度
等
で
は
解
決
で
き
な
い

困
難
な
生
活
課
題
に
向
き
合

う
相
談
支
援
体
制
の
構
築

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
、

社
会
的
に
孤
立
し
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
て
い
る
世
帯
等
制
度
の
狭
間

に
あ
る
世
帯
に
時
間
を
か
け
て
信

頼
関
係
を
築
き
、
世
帯
・
個
人
に

あ
っ
た
居
場
所
づ
く
り
、
就
労
や

地
域
活
動
等
の
参
加
支
援
、
地
域

と
の
つ
な
ぎ
役
を
担
う
重
層
的
な

支
援
を
す
る
と
と
も
に
、
他
相
談

機
関
等
と
協
働
し
、
あ
ら
ゆ
る
相

談
を
受
け
止
め
る
相
談
支
援
体
制

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

（
４
）�

持
続
可
能
で
責
任
あ
る
自
律

し
た
組
織
経
営

　

地
域
社
会
に
責
任
を
も
っ
て
貢

献
し
て
い
く
た
め
に
は
、
安
定
し

た
組
織
基
盤
・
財
政
基
盤
が
必
要

で
あ
り
、
社
協
の
特
性
で
あ
る
公

共
性
を
生
か
し
、
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
法
人
と
し
て
、
効
果
的
な

サ
ー
ビ
ス
活
動
・
事
業
に
取
り
組

み
、
持
続
可
能
な
組
織
経
営
を
目

指
し
ま
す
。

３　
経
営
方
針

　

�　

地
域
住
民
に
必
要
と
さ
れ
、
愛

さ
れ
る
生
き
残
れ
る
社
協
を
つ
く

り
ま
す
。

⃝
�

地
域
住
民
の
方
が
「
社
協
職
員

に
相
談
し
て
安
心
で
き
た
」
と

喜
ば
れ
る
職
員
と
な
る
た
め
、

相
談
援
助
技
術
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

⃝
�

い
つ
で
も
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
気
づ
き
及
び

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
り
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
あ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
個
別
支
援
を
大
切
に
し
ま

す
。

⃝
�

職
員
と
苦
情
を
宝
と
し
社
協
活

動
、
事
業
の
差
別
化
を
図
り
ま

す
。

⃝
�

事
業
収
支
の
把
握
、
事
業
効
果

と
コ
ス
ト
評
価
を
行
い
、
事
業

毎
の
自
律
し
た
経
営
を
目
指
す

こ
と
に
よ
り
、
財
政
基
盤
の
強

化
を
し
ま
す
。

（
１
）
法
人
運
営
の
基
盤
強
化

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
対
策
や
自
然
災
害
の
備
え
と

し
て
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

に
基
づ
き
、
職
員
及
び
そ
の
家
族
・

利
用
者
の
安
全
を
確
保
し
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
活
動
・
介
護
事
業
の
継

続
が
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
体
制
を
確
立
し
、
職

位
ご
と
の
役
割
を
明
確
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
職
責
を
果
た
せ
ら
れ
る

組
織
の
し
く
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
計
画

に
基
づ
き
、
社
協
理
念
を
理
解
す

る
と
と
も
に
あ
り
た
い
姿
を
明
確

化
し
て
い
く
た
め
、
全
職
員
対
象

研
修
、
階
層
別
研
修
、
部
署
主
任

が
計
画
す
る
専
門
職
別
研
修
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
資
格
取
得
の

推
進
と
職
員
の
質
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

（
２
）
地
域
福
祉
の
推
進

　

地
域
福
祉
事
業
で
は
、「
福
祉
な

ん
で
も
相
談
所
」
に
お
い
て
相
談

の
種
別
、
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
あ

ら
ゆ
る
相
談
を
丸
ご
と
受
け
止
め
、

困
り
ご
と
内
容
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
困
り
ご
と
を
住
民
主
体
活
動

に
繋
げ
て
い
く
生
活
支
援
体
制
整

令
和
４
年
度　
事
業
計
画

令
和
４
年
度  

重
点
目
標

（2）ささえあい2022.5 ■



令和４年度　当初予算

備
事
業
の
仕
組
み
づ
く
り
を
志
布

志
市
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

志
布
志
市
か
ら
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
を
受
託
し
、
令
和

４
年
度
は
、
相
談
機
能
・
広
報
機

能
に
取
り
組
み
、
個
別
相
談
に
よ

る
関
係
機
関
へ
の
繋
ぎ
と
市
民
や

地
域
の
福
祉
関
係
者
等
へ
の
制
度

の
し
く
み
の
広
報
と
周
知
を
行
う

と
と
も
に
、
志
布
志
市
の
権
利
擁

護
相
談
機
関
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
で

は
相
談
者
に
寄
り
添
い
、
困
り
ご

と
の
解
決
に
向
け
た
支
援
を
通
し

て
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
と
尊
厳

の
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
者
が
利
用
で
き
る

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
就
労
体
験
事

業
所
の
充
実
等
に
よ
り
地
域
社
会

に
主
体
的
に
参
加
で
き
る
場
を
広

げ
、
社
会
と
の
繋
が
り
が
実
感
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
相

互
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。

（
３
）�

介
護
保
険
事
業
・
障
害
者
総
合

支
援
事
業
の
取
り
組
み

　

法
令
遵
守
の
も
と
、
自
立
支
援

に
向
け
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
全
職
員
が
内
部
・
外
部
研
修

を
受
け
専
門
性
を
高
め
ま
す
。

　

職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
ま
た
、
処
遇
改
善
加

算
等
へ
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

人
材
の
確
保
と
育
成
に
よ
り
職
員

の
定
着
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
対
策
を
十
分
に
行
い
、

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

尊
厳
を
持
っ
た
対
応
で
、
地
域

資
源
の
活
用
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
積
極
的
に
図
り
、
法
人
内
の

情
報
共
有
で
安
心
し
た
生
活
を
支

え
、
安
定
し
た
事
業
経
営
を
目
指

し
ま
す
。

　

特
定
相
談
支
援
事
業
は
、
事
業

継
続
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
事

業
終
了
す
る
こ
と
と
し
、
引
継
ぎ

事
業
所
と
と
も
に
同
行
訪
問
等
の

連
携
を
図
り
、
利
用
者
へ
支
障
の

な
い
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

（
４
）
財
政
基
盤
の
強
化

　

担
当
職
員
が
事
業
進
捗
状
況
や

事
業
効
果
の
把
握
に
加
え
、
月
毎

の
経
理
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
り
、
職
員
全
員
が
社
協
の
経
営

を
意
識
し
た
事
業
推
進
を
行
い
安

定
し
た
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　

介
護
報
酬
改
定
等
に
よ
る
加
算

要
件
等
を
取
得
で
き
る
体
制
を
整

え
、
法
人
内
介
護
事
業
所
が
定
期

的
に
戦
略
会
議
を
開
催
し
、
連
携

し
て
介
護
報
酬
の
安
定
を
図
り
ま

す
。

収 入
２５７，７２８千円
（単位：千円）

支 出
２５７，７２８千円
（単位：千円）
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その他の収入
121千円
0.05%

受取利息
14千円
0.01%

前期末支払資金残高
44,629千円
17.32%

障害福祉
サービス等事業
19,146千円

7.43%

会費
2,450千円
0.95%

負担金
122千円
0.05%

その他の活動
6,871千円
2.67%

積立資産
1千円
0.00%

当期末
支払資金残高
44,018千円
17.08%

予備費
1,000千円
0.39%

助成金
2,855千円
1.11%

共同募金
配分金事業費
4,015千円
1.56%

貸付事業支出
400千円
0.16%

事務費
15,304千円

5.94%

人件費
151,854千円

58.92%

事業費
31,288千円
12.14%

寄附金
2,469千円
0.96%

経常経費補助金
69,245千円
26.87%

介護保険事業
66,906千円
25.96%

受託金
51,412千円
19.95%

貸付事業
400千円
0.16%

事業収入
936千円
0.36%



お寄せいただいた活動資金は赤十字活動を通じて地域に還元しています。
また、志布志市だけでなく国内外問わず様々なところでも使われています。
※�義援金は活動資金に含まれておりません。（被災地へ全額をお届けして
います。）

非常食炊き出し訓練

救援物資

地域高齢者生活支援事業

義援金受付
　活動資金のご協力は令和４年度中、日赤志布志市地区（志布志市社会福祉協議会本所・各支所）にて
受け付けております。義援金も受け付けておりますので、引き続き皆様のあたたかいご支援をお願いします。
　受付義援金・救援金

　① 平成30年７月豪雨災害義援金（西日本）	 受付期限：令和４年６月３０日（木）まで
　② 令和２年７月豪雨災害義援金（熊本県）	 受付期限：令和４年９月３０日（金）まで
　③ 令和４年３月福島県沖地震災害義援金	 受付期限：令和４年６月３０日（木）まで
　④ ウクライナ人道危機救援金	 受付期限：令和４年９月３０日（金）まで

（一部抜粋）

あなたのやさしさを赤十字に

日本赤十字社の活動内容 志布志市地区の活動の様子

災害救護
活動

青少年赤十字
活動

救急法等
講習会

国際救援
活動

赤十字奉仕団
活動

看護師
養成
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一般会員…1 世帯　200円　　　　賛助会員…1 口　1,000円
団体会員…1 口　3,000円　　　　特別会員…1 口　5,000円

令和４年度　社会福祉協議会会員加入のお願い

　志布志市社協では、福祉活動
に賛同し、その目的達成のため
援助していただく会員制度を
設けています。
　昨年度も多くの個人会員・賛
助会員及び団体会員・各事業所
等の特別会員に加入していた
だいております。
　皆様のご理解とご協力に深
く感謝申し上げます。

特 別 会 費

皆様からいただきました会費は、次の事業等に活用させていただいております。
福祉団体育成支援事 業 　各種福祉団体育成援助活動を行っています。

災 害 援 護 事 業 　火災、自然災害等により罹災された方に見舞金を支給する事業を行っています。

福 祉 のまちづくり事 業 　高齢者や一人暮らし世帯、障がい者世帯の方々が安心して暮らせることを目的とし
た地域ネットワーク活動の推進や広報活動などを行っています。

各 種 資 金 貸 付 事 業 　低所得者・障がい者世帯や高齢者世帯の自立更生を図るために低利で貸し付ける生
活福祉資金、又は無利子の小口貸付事業を行っています。

ボラン ティア活 動 事 業 　ボランティア団体の活動援助、掘り起し、広報等やサロン交流の活動等も行っています。

（順不同・敬称略）

会　費　名 各　　　数 金　　　額
一 般 会 費 8,089 戸 1,617,800 円
賛 助 会 費 127 口 127,000 円
団 体 会 費

（上記参照） 9 団　体 30,000 円
特 別 会 費

（上記参照） 78 事業所 435,000 円

合　　　　計 2,209,800 円

社協会費実績額

専 念 寺　 伊 勢 堀 院 医）秋風会　　松下兼裕 社）隆愛会　特別養護老人ホーム賀寿園 社）松山やっちく会　特別養護老人ホームやっちく
有）上　平　工　務　店 鍋山自動車整備工場　鍋山典孝 松 尾 京 一 松　　清　　産　　業（株
株）大隅衛生志布志　代）日高太 有）久 保 田 自 動 車 有）志布志塵芥サービス　代）飯田誠 株）カクイックスウイング曽於サテライト
橋口自動車整備工場　橋口俊作 有）ミヤウチ　代）上村裕治（2口） 有）有川自動車整備工場 有）大伸食品　代）神田健一郎
久 永 有）三井・メディックス 有）ヒロデン　代）竹平祐貴 有）宝　満　自　動　車
四 季 彩 館 ほ り ぐ ち 有）の　　せ　　電　　器 合同）シルバーサポート（2口） 有）川　崎　米　穀　店
有）志布志電設　代）五代敏海 そお鹿児島農業協同組合　志布志支店 株）志布志新生社印刷　代）岡崎洋人 有）宮崎水道　代）内山正吉
加 藤 貞 雄 株）西江建設　代）西江雅己 南 九 州 液 化 ガ ス（株 株）鹿児島有恒社　代）尾松孝一
株）エ ム・ エ ム・ シ ー はまさき耳鼻科　濱﨑喜興三（2口） 株）谷石油　代）菅山辰矢 株）和香園　代）堀口泰久
鹿　児　島　測　機（株 吉德書店　代）吉德隆二 橋 口 自 動 車 整 備 工 場 有）南九州記念品店　　取締役　澤津川頼子
株）九州保健ラボラトリー 有）三昧堂商事　代）川畑文雄 株）内山組　代）内山吉二 有）和田興業　代）和田菊美
有）田 中 通 信 工 業 大 田 食 堂 有）中　村　工　務　店 医）秀聖会　山下クリニック　理事長　山下秀隆（2口）
医）左　　　右　　　会 有）鬼　　塚　　製　　茶 有）ス カ イ ピ ー シ ー 春日歯科医院　春日敏之
フラワーショップ木尾 く　に　み　書　店（２口） 医）豊泉会　大山病院（2口） 株）サンエス総合ビルメンテナンス
高 原 写 真 館 医）し　ぶ　し　眼　科 有）う え は ら 電 器 有）丸　　八　　水　　産
医）晧歯会　坂元歯科医院 有）今　　井　　水　　道 農）天　　水　　製　　茶 医）ささき歯科・小児歯科（2口）
医 ) 長 命 会　山口内科 志 布 志 船 舶 給 水（ 株 医 ) 一斉会　陽春堂内科診療所 有）グ ローバルハート
松 山 重 機 サ ー ビ ス ふらわぁーギャラリーやまだ 株）桜　　　　　　　　島 株）か　ご　し　ま　屋
医）SAKURA　志布志中央クリニック 医）SAKURA　さくら保育園 医）SAKURA　さくらの家 株）森元クリーン（2 口）
松山モータース　原口順一 桑鶴電気管理事務所（2口）

（順不同・敬称略）団体会費（社会福祉法人）
特別老人ホームあけぼの園 慈寂福祉会　あんらく保育園 欣生会  特別養護老人ホーム小松の里 傾 聴 福 祉 会
泉秀福祉会　志布志保育園 ちびっこ福祉会　有明保育園 愛　泉　福　祉　会（２口） 西光福祉会　西光こども園
純 真 福 祉 会

（令和４年３月３１日現在）

令和３年度 社会福祉協議会会員加入
多くのご賛同、ご協力、誠にありがとうございました！
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10
ポ
イ
ン
ト

10
ポ
イ
ン
ト

☆
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス
☆

☆
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス
☆

達
成

達
成

ポイント

ボランティア ポイント
   olunteer  point

　小・中高生がボランティア活動や地域活動を行った時に、「ふれあいボランティア活動」に押印
をもらい、ポイントをためていく活動です。
※令和４年 1月～３月末までに達成した方を掲載しています。
※写真と学校学年はポイント認定された時のものです。

＜ポイント達成おめでとう‼>

ふれあいボランティア活動

潤
う る が の

ケ野小
しょうがっこう

学校  ４年

内
うち

  駿
しゅんたろう

大朗さん

香
か つ き

月小
しょうがっこう

学校  ２年

柏
かしわぎ

木  秀
しゅうた

太さん

香
か つ き

月小
しょうがっこう

学校  １年

市
い ち き

來  優
ゆ ら

楽さん

香
か つ き

月小
しょうがっこう

学校  １年

仲
な か そ ね

宗根 昌
しょうせん

泉さん

20
ポ
イ
ン
ト

30
ポ
イ
ン
ト

30
ポ
イ
ン
ト

☆
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
☆

☆
パ
ー
ル
ク
ラ
ス
☆

☆
パ
ー
ル
ク
ラ
ス
☆

達
成

達
成

達
成

森
もりやま

山小
しょうがっこう

学校  ５年

川
か わ ま

間 光
こ う た ろ う

太郎さん

森
もりやま

山小
しょうがっこう

学校  １年

一
い ち き

木 妃
ひ よ り

由利さん

伊
い さ き だ

﨑田小
しょうがっこう

学校  ２年

室
む ろ た

田  麻
ま よ

陽さん

潤
う る が の

ケ野小
しょうがっこう

学校  １年

赤
あかまつ

松  美
み ゆ

幸さん

潤
う る が の

ケ野小
しょうがっこう

学校  ４年

中
なかしま

島  瑚
こ こ

子さん

220
ポ
イ
ン
ト

☆
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
☆達

成
潤
う る が の

ケ野小
しょうがっこう

学校  ２年

西
にしやま

山 　潤
じゅん

さん

50
ポ
イ
ン
ト

80
ポ
イ
ン
ト

40
ポ
イ
ン
ト

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ラ
ス
☆

☆
達
人
ク
ラ
ス
☆

☆
プ
ラ
チ
ナ
ク
ラ
ス
☆

達
成

達
成

森
もりやま

山小
しょうがっこう

学校  ６年

田
た な か

中 　遥
はるか

さん

潤
う る が の

ケ野小
しょうがっこう

学校  ２年

樋
ひ ぐ ち

口  瀬
せ お り

織さん

松
まつやま

山中
ちゅうがっこう

学校  １年

永
な が た

田  煌
こ う や

也さん

森
もりやま

山小
しょうがっこう

学校  ４年

北
きたいのうえ

井上 誠
せ い た

太さん

　
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と

や
Ｓ
Ｌ
保
存
会
な
ど
未
来

に
つ
な
が
る
こ
と
。
い
ろ

い
ろ
学
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ

い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
い
で
す
。

み
ん
な
が

活
動
を
通
じ
て

感
じ
た
こ
と

達
成
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shibushi424_syakyo

shibushi424_syakyo　＃フォロワー 200人突破！
＃志布志市社協　　＃フォロー大歓迎です
＃福祉　　＃ふくし　　＃ボランティア
＃ふだんのくらしのしあわせ　＃より良い福祉のまちづくりのために

　いいね！ 424万件

志布志の福祉・ボランティアに関する
情報を発信します！

　令和４年４月１日から、志布志市の委託により、「志
布志市成年後見支援センター」を開設しました。
　センターでは、予約制により相談を受け、必要な情
報の提供や、弁護士や司法書士などの専門職を紹介す
る等、調整を図ります。
　成年後見制度とは、認知症や精神障がい、知的障が
い等により判断能力が不十分な方等を法的に保護し、
本人の利益や財産を守ったり、将来、判断能力が不十
分となった時のために備えたりする制度です。
　相談は無料です。お気軽にご相談ください。

⃝相　談　料	無料

⃝予約受付時間	月曜日から金曜日
	 午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分
	 　※祝・年末年始除く
	 相談には事前の予約が必要です。

⃝問 合 せ 先	志布志市成年後見支援センター
	 （志布志市社会福祉協議会内）
	 志布志町志布志3222-1（志布志市健康ふれあいプラザ内）
	 電話 099-472-1800/FAX 099-472-1593

志布志市成年後見
支援センターを開設しました

@shibushi424_syakyo

＼ Follow me‼／

★夢を叶えた高校生★ ～地元で学び、地元に貢献したい～
　学校法人川島学園尚志館高等学校の医療福祉科を卒業し、志布志市内で働いているピッカピカの新社
会人３名を紹介します !(^^)!　学校生活の後半はオンライン授業が多くなり、クラスメイトとも会えない日々
が続くなど大変な時期もありましたが、無事に国家試験に合格し、福祉の職場で頑張っている皆さんをこ
れからも応援しています！！

『学校で学んだ知識や技術を活かして』
　私は現在、介護福祉士として賀
寿園で働いています。もともと祖
父母も一緒に暮らしていて、母も
介護ヘルパーとして働いているこ
ともあり、福祉に興味があったた
め医療福祉科に入学しました。国
家試験合格に向けてクラス全員で、
放課後 19 時頃まで残ることもあ
りましたが、無事に全員合格でき
てよかったです。
　職場では学校で学んだことや資
格を活かしながら仕事ができてい
ます。利用者の方にありがとうと
言われる時などにやりがいを感じ
ます。現在は一人暮らしを始め、
弁当作りやゴミ分別が大変ですが、
職場に学校の先輩や友人もいる
のでいろいろ聞きながら仕事も頑
張っていきたいと思います。

鎌
か ま だ

田  礼
れ い や

椰 さん 上
うえふね

船  莉
り お

央 さん 山
やました

下  三
さ ん し ろ う

志郎 さん

特別養護老人ホーム 賀寿園 特別養護老人ホーム 小松の里 特別養護老人ホーム 賀寿園

『地元に貢献したい』
　私は現在、介護福祉士として小
松の里で働いています。中学生の
時に進路を決めていなかった自分
に対して、親や周りの方から福祉
の道を勧められたことがきっかけ
で医療福祉科に進学しました。学
校での勉強は大変でしたが、同じ
仲間と切磋琢磨しながら勉強に励
みました。現場実習もコロナの影
響であまりできなかったのですが、
実習の際にお話しした利用者様と
今度は職員として関わることがで
きていることも嬉しいです。今は
実家暮らしで、弁当を作ってもらっ
たり、福祉の道を勧めてくれた親
にはとても感謝しています。少し
でも早く仕事を覚えて、地元に貢
献できるように頑張りたいです。

『利用者様の笑顔のために』
　私は現在、介護福祉士として賀
寿園で働いています。兄二人の影
響を受けて医療福祉科に入学しま
した。１年生の頃に２週間賀寿園
にて実習を経験したことがきっか
けで就職を希望しました。仕事で
は戸惑うこともありますが、利用
者様から「ありがとう」「あなたで
良かった」と言われた時は、とて
も嬉しく思います。まだまだ慣れ
ない部分もありますが、毎日勉強
をしながら仕事を覚え、一人でも
多くの方々を笑顔にしていきたい
と思います。

（7） ■ 2022.5ささえあい
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香
典
返
し
寄
附
金

篤
志
寄
附
金

物　
品　
寄　
附

令
和
３
年
長
野
県
茅
野
市
土
石
流
災
害
義
援
金

ト
ン
ガ
大
洋
州
噴
火
津
波
救
援
金

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

　

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
寄
附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福

祉
向
上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

若　

宮　

山
中　

博　

故
博
文

安　

楽　
井
手
ひ
ろ
子　

故
孝
行

香　

月　

飯
田
睦
雄　

故
ク
ニ
ヱ

坂
之
上　

柳　

玲
子　

故
治
夫

上
出
水　

下
出
文
生　

故
上
野
ト
シ
エ

上
田
屋
敷　

重
信
泰
文　

故
キ
ミ
子

稚
子
松　
有
田
美
里
子　

故
英
秋

上
東
谷　

河
野　

巌　

故
ス
ズ
子

大　

原　
植
村
ア
ヤ
子　

故
川
村
エ
ミ

平　

城　

久
津
輪
勇　

故
ム
ツ
ミ

中　

宮　

早
瀨　

勇　

故
久
子

興　

和　

光
畑
長
男　

故
鉄
也

上
大
久
保　

浜
崎
雪
子　

故
孝
一

松　

波　

溝
口
裕
子　

故
玲
子

清
水
中
央　

佐
藤
榮
子　

故
堀
口
フ
ヂ
ヱ

下
東
谷　

村
岡
政
美　

故
ユ
キ
子

新　

町　

川
畑
光
範　

故
満
里
子

西
弓
場
ヶ
尾　

内
村
盛
義　

故
マ
サ
ヱ

安　

良　

竹
山　

彪　

故
十
四
三

志
布
志
町　
吉
田
由
美
子　

故
清
則

小　

浜　

竹
田　

昇　

故
ア
キ
エ

新
田
屋
敷　
久
保
田
孝
一　

故
エ
ミ
子

町　

原　

竹
林
宣
子　

故
千
秋

北
大
原　

吉
村
孝
子　

故
公
平

西
弓
場
ヶ
尾　

川
畑
秋
男　

故
ミ
ル

中
大
黒
２
丁
目　

西
村
正
弘　

故
正
憲

南
高
吉　
徳
重
喜
久
美　

故
城
口
ス
ズ
子

弓　

里　

税
田
耕
七　

故
チ
ド
リ

上
宮
内　

上
田
和
子　

故
通
丸

上
樽
野　

樽
野
盛
男　

故
チ
ミ

松　

原　

日
髙
正
夫　

故
ヨ
シ
子

上
昭
和　
信
時
冨
美
子　

故
九
二
男

清　

水　
下
渡
真
由
美　

故
義
春

東
山
之
口　

青
山
勝
子　

故
和
男

伊
﨑
田
中
野　

西
元
文
一　

故
忠
男

西　

下　

藤
崎
友
子　

故
和
田
フ
ミ
子

蓬
原
中
野　

上
野
和
幸　

故
カ
ズ
子

押
切
東　
甲
斐
﨑
文
子　

故
ハ
ル
ネ

上
普
現
堂　
西
平
佐
和
子　

故
辰
二

元
平
山　
榎
添
登
美
子　

故
博
人

東　

下　

宮
脇　

勇　

故
ノ
リ

土　

江　
留
岡
津
美
子　

故
土
永
ト
メ

丸　

岡　

寳
永
久
雄　

故
カ
ズ
子

有
明
町　
稲
付
さ
ゆ
み　

故
政
志

東
大
久
保　
西
鍋
美
由
記　

故
三
浦
モ
ト

黒　

葛　
牧
迫
ミ
サ
ヱ　

故
一
雄

桃　

木　

有
川
岩
雄　

故
山
ノ
内
ツ
ル
子

京
ノ
峯　
五
反
田
和
文　

故
圭
子

中　

村　

花
立
一
彦　

故
ミ
チ

西
馬
場
一
区　

中
原
千
城　

故
磯
子

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
5
月
11
日
ま
で
）

（
敬
称
略
）

・
そ
お
鹿
児
島
農
業
協
同
組
合

６
４
，
１
６
０
円

・
曽
於
市　

藤
安
春
子

・
志
布
志
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

松
山
支
部

・
中
尾
高
康
、
八
重
勉

２
０
，
０
０
０
円

・
桑
鶴
電
気
管
理
事
務
所

・
株
式
会
社　

谷
口
海
産

２
０
０
，
０
０
０
円

・
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
in 

ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
カ
フ
ェ

（
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
）

（
敬
称
略
）

・
吉
岡
淳
一�

プ
ル
タ
ブ
多
数

・
松
山
小
学
校
総
務
委
員
会

プ
ル
タ
ブ
多
数

・
丸
山
律
子�

プ
ル
タ
ブ
多
数

（
令
和
３
年
９
月
14
日
か
ら

令
和
４
年
3
月
31
日
受
付
分
）

（
敬
称
略
）

・
竹
下
節
子�

１
０
，
０
０
０
円

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

１
０
，
０
０
０
円

（
令
和
４
年
１
月
26
日
か
ら

令
和
４
年
3
月
31
日
受
付
分
）

（
敬
称
略
）

・
株
式
会
社
ア
ト
ム　

代
表
取
締
役

柿
元
俊
郎　

１
０
０
，
０
０
０
円

・
匿
名�

８
，
０
０
０
円

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

１
０
８
，
０
０
０
円

（
令
和
４
年
３
月
２
日
か
ら

令
和
４
年
4
月
27
日
受
付
分
）

（
敬
称
略
）

・
市
役
所
本
庁
募
金
箱

１
５
，
０
３
０
円

・
供
養
松
サ
ロ
ン

１
０
，
０
０
０
円

・
㈱
志
布
志
新
生
社
印
刷

２
１
，
０
０
０
円

・
有
明
町
更
生
保
護
女
性
会

２
５
，
０
４
０
円

・
プ
ラ
ザ
募
金
箱

２
４
，
４
７
３
円

・
市
役
所
有
明
庁
舎
救
援
金
箱

２
１
，
１
１
６
円

・
市
役
所
松
山
庁
舎
救
援
金
箱

３
，
２
７
２
円

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

１
１
９
，
９
３
１
円

皆
様
の
善
意
に

感
謝
い
た
し
ま
す

※
お
詫
び
と
訂
正

　
さ
さ
え
あ
い
第
89
号
、
香

典
返
し
寄
附
金
（
有
明
地
区
）

に
て
、寄
附
者
名
「
緒
形
次
盛
」

様
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
志
布
志
地
区
で
す
。

　
ご
家
族
、
ま
た
関
係
者
の

皆
様
方
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

※�
こ
の
救
援
金
の
期
間
は
、
令
和
4
年

3
月
31
日
ま
で
で
す
。

※�

こ
の
義
援
金
の
期
間
は
、
令
和
４
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

※�

こ
の
救
援
金
の
期
間
は
、
令
和
４
年

９
月
30
日
ま
で
で
す
。
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有
明
地
区
受
付

志
布
志
地
区
受
付

志
布
志
地
区
受
付

松
山
地
区
受
付

松
山
地
区
受
付

有
明
地
区

志
布
志
地
区

志
布
志
地
区
受
付

松
山
地
区
受
付

有
明
地
区
受
付

松
山
地
区

そお鹿児島農業協同組合組合長より、
ゴルフ大会チャリティー寄附金

株式会社谷口海産より、みやぎん
CSR型私募債を活用した寄附金贈呈


